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新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
人
権
機
関
有
田
川
の
啓
発

活
動
に
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
「
あ
い
さ
つ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

人
権
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
方

よ
り
ご
応
募
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。「
あ
い
さ
つ
す
れ
ば
広
が
る
笑
顔
の

輪
」な
ど
素
晴
ら
し
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

通
信
手
段
の
発
達
等
に
よ
り
人
と
人
を
つ

な
ぐ
関
係
が
希
薄
に
な
る
中
で
、「
あ
い

さ
つ
」
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
も
人
権
が
侵
害
さ
れ

る
事
例
や
、
い
じ
め
や
虐
待
に
よ
っ
て
尊

い
命
が
絶
た
れ
る
心
痛
む
事
件
な
ど
が
多

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、「
人
権
」

の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
も
人
権
有
田
川
で
は
、
講
演
会
、

映
画
会
の
開
催
や
研
修
会
な
ど
を
通
じ

て
、
命
の
尊
さ
や
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
、
優
し
さ
や
、
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
と
学
び
、
考
え
な
が

ら
更
な
る
人
権
意
識
の
向
上
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

人
権
機
関
有
田
川

会
長　

森　

本　

奉　

子

　

映
画
会
の
お
し
ら
せ

◇「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

と　

き
／
2
月
7
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
～

と
こ
ろ
／
き
び
ド
ー
ム

長
崎
で
生
ま
れ
育
っ
た
団
塊
世
代

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
ゆ
う
い
ち
。

ち
い
さ
な
玉
ね
ぎ
・
ペ
コ
ロ
ス
の

よ
う
な
ハ
ゲ
頭
を
光
ら
せ
な
が
ら
、

漫
画
を
描
い
た
り
、
音
楽
活
動
を
し

な
が
ら
、
彼
は
父
さ
と
る
の
死
を
契

機
に
認
知
症
を
発
症
し
た
母
み
つ
え

の
面
倒
を
見
て
い
た
。

迷
子
に
な
っ
た
り
、
汚
れ
た
ま
ま
の

下
着
を
タ
ン
ス
に
し
ま
っ
た
り
す
る
よ

う
な
彼
女
を
、
ゆ
う
い
ち
は
断
腸
の

思
い
で
介
護
施
設
に
預
け
る
こ
と
に
。

苦
労
し
た
少
女
時
代
や
夫
と
の
生
活

と
い
っ
た
過
去
へ
の
意
識
が
さ
か
の

ぼ
っ
て
い
る
母
の
様
子
を
見
て
、
彼
の

胸
に
あ
る
思
い
が
去
来
す
る
。

 
お
知
ら
せ 

１
月
15
日（
木
）、
人
権
擁
護
委
員
特
設

相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
」を
大
切
に

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会

社
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昨年、和歌山県・（財）和歌山県人権啓発センターが、人権について改めて考え
ていただこうという趣旨で募集した「人権の詩（こころのうた）2014」の中学生
の部において知事賞に受賞されました作品を紹介します。

また、八幡中学校、白馬中学校の二校が人権の詩（こころのうた）取組優秀校（感
謝状）に選ばれました。

めがねをかけはじめた。
周りのものがはっきり見えるよう
になった。

めがねをはずしてみた。
周りのものがはっきり見えなく
なった。

めがねをかけ始めてから、
はっきり見えなくてもいいものも
あるんじゃないかと思い始めた。
悲しいことやつらいことがあった
ときは、「心のめがね」をはずして、
はっきり見なくていいじゃないか。

でも、違った。
はっきり見えなくていいことだっ
て、しっかり受けとめて、はっきり
見れば、必ず乗り越えられる。

めがねをかけ始めた。
周りのものがはっきり見えるよう
になった。
「心のめがね」もかけ始めた。
すべてをはっきり見るために、
絶対はずさないって決めた。

人権の詩2014　知事賞（中学生の部）
「めがね」　金屋中学校3年　榎本　真子さん
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